
モデル地域の状況及び特徴

世帯 人口
65歳以上
人口

高齢化率 数
町内会加
入世帯数

平均加入
世帯数

682 7,597 14,108 2,468 17.5% 31 3,748 121 大 学校内

54 558 1,426 442 31.0% 8 452 57 小 学校内

121 864 2,175 535 24.6% 3 775 258 小 学校外

・旧喜入町時代、公民館が地域の拠点施設として活用されてきた経過があり、校区公民館
　が拠点施設となり事務局が置かれることを歓迎している。
　校区公民館が学校外にあるため、地域づくりに活用したい意向を持っている。
・旧喜入町時代に活発だったコミュニティづくりや施設活用が変化し、過疎化も進んでお
　り、危機感がある。
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・昭和35年に校区内の26町内会が結成したＡ校区振興会がある。校区公民館運営審議会
　は後に設立されたため、実質的に振興会が中心となって校区の地域づくりや連携が進ん
　でいる。
・地域組織をいち早く立ち上げるなど、地域住民の意識は高いが、都市化の進行で、無
　関心層が増えており、危機感がある。

※校区規模…校区内の世帯数により分類。1000世帯以下を「小(20校区)」、1001～5000世帯を
　「中(40校区)」、5001世帯以上を「大(20校区)」とする。
　鹿児島市の校区平均世帯数は約3280世帯

校区公民
館の場所

町内会(H23.4.1現在)

児童数

平成17年度国勢調査による統計 校区
規模
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校区
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・校区内の町内会は小規模であり、町内会のみのイベントの実施が難しくなっている。
・町内会の会長がリーダーシップを取って校区単位で町内会が連合してイベントを
　実施するなど、校区内の連携が進んでいる。
・高齢化が進行し、担い手が限られており、地域づくりへの危機感が共有されている。


